
 

隊
は
、
令
和
２
年
３
月
16
日
、
晴
天
の
中
、
真
駒
内
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
７
代
第

11
特
科
隊
長 

廣
岡 

睦
（
ひ
ろ
お
か 

ま
こ
と
）
１
等
陸
佐
の
着
任
式
を
行
っ
た
。 

 

新
隊
長
廣
岡
１
佐
は
、
着
任
式
に
先
立
ち
、
真
駒
内
駐
屯
地
慰
霊
碑
に
お
い
て
、
殉

職
者
に
対
す
る
哀
悼
の
意
を
表
す
る
た
め
に
献
花
を
行
い
、
第
11
特
科
隊
隊
舎
に
お
い

て
、
31
名
の
幹
部
挨
拶
を
受
け
る
と
と
も
に
、
旅
団
司
令
部
庁
舎
に
お
い
て
第
11
旅
団

長
に
対
し
て
着
任
申
告
を
行
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
東
体
育
館
に
お
い
て
、
第
11
旅
団
長
に
よ
る
着
任
部
隊
長
の
紹
介
を
受
け

た
の
ち
、
着
任
式
、
巡
閲
及
び
着
任
の
辞
等
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
、
隊
長
統
率
方
針

「
創
造
せ
よ
」
及
び
要
望
事
項
「
地
域
の
信
頼
」
「
上
下
左
右
の
連
携
」
「
心
と
体
の

健
康
管
理
」
を
述
べ
た
。 

 

着
任
式
後
は
、
主
要
装
備
品
で
あ
る
99
式
自
走
１
５
５
ｍ
ｍ
り
ゅ
う
弾
砲
を
は
じ
め

と
す
る
装
軌
及
び
車
両
を
も
っ
て
観
閲
行
進
を
行
い
、
特
科
隊
の
威
容
及
び
隊
員
の
士

気
の
高
さ
を
確
認
し
た
。 

 

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
初
度
巡
視
を
行
い
、
勤
務
隊
舎
、
生
活
隊
舎
及
び
野
外
施
設

等
を
確
認
・
点
検
し
、
特
科
隊
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
立
会
者
一
人
一
人
に

声
を
掛
け
つ
つ
、
隊
員
の
身
上
及
び
意
欲
を
確
認
し
た
。 

 

 

着
任
の
辞 

 

目
ま
ぐ
る
し
い
情
勢
変
化
や
国
内
で
の
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
国

民
、
地
域
の
方
々
の
期
待
が
よ
り
一
層
、
高
ま
る
一
方
、
働
き
方
改
革
や

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
な
ど
部
隊
の
団
結
、
規
律
、
士
気
に
一
層
留
意

し
た
隊
務
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
特

科
隊
長
と
し
て
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
地
域
の
信
頼
、

国
民
の
負
託
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
任
務
完
遂
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

あ
る
。 

 

隊
を
統
率
す
る
に
当
た
っ
て
「
創
造
せ
よ
」
を
統
率
方
針
と
し
「
地
域

の
信
頼
」
「
上
下
左
右
の
連
携
」
「
心
と
体
の
健
康
管
理
」
の
三
点
を
要

望
し
、
わ
が
部
隊
の
精
強
化
に
、
諸
官
ら
と
と
も
に
、
邁
進
す
る
こ
と
を

こ
こ
に
決
意
し
、
着
任
の
辞
と
す
る
。 

 

令
和
二
年
三
月
十
六
日 

   
 
 
 

第
七
代 

第
十
一
特
科
隊
長 

一
等
陸
佐 

廣 

岡  

睦 

（１） やまぶき（広報） 
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面 

令
和
元
年
度
冬
季
隊
集
中
訓
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三
面 

令
和
元
年
度
隊
冬
季
戦
技
競
技
会
、
令
和
元
年
度
特
科
隊
冬
季
山
岳
機
動
訓
練    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

四
面 

令
和
元
年
度
臨
時
即
応
訓
練
及
び
幹
部
任
官
式 

 
 
 

五
面 

令
和
元
年
度
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
参
加
、
北
後
志
地
区
入
隊
予
定
者
激
励
会
参
加 

 
 
 

六
面 

髙
山
隊
長
離
任
、
転
出
者
・
新
着
任
中
隊
長
・
転
入
者
紹
介 

主な記事 

令和２年４月 
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（印     刷）  

札幌造型合同会社 

 第７代第１１特科隊長 廣岡１佐着任 

▲隊修親会での記念撮影 

個人情報 
 （部内限り） 

主要勤務歴 

平成 ８年１０月 第２特科連隊第２大隊（名寄） 
平成１７年 ８月 幹部学校付（第５１期指揮幕僚課程）（目黒） 
平成１９年 ８月 東北方面総監部防衛部防衛課運用班（仙台） 
平成２１年 ８月 陸上幕僚監部教育訓練部教育訓練計画課（市ヶ谷） 
平成２４年 ８月 第６特科連隊第２大隊長（郡山） 
平成２８年 ８月 北部方面総監部人事部厚生課長（札幌） 
平成２９年１２月 陸上幕僚監部監理部総務課監理班長 (市ヶ谷）  
令和 ２年 ３月 現職   

隊 長 要 望 事 項 
  「地域の信頼」 
 「上下左右の連携」 
「心と体の健康管理」 

▲観閲行進により威容と士気の高さを確認 ▲着任の辞を述べる廣岡隊長 
 

▲巡閲を行う第７代第１１特隊長 廣岡１佐 

隊 長 統 率 方 針 
「創造せよ」 



（２） やまぶき（広報） 令和２年４月 

 

隊
は
、
令
和
２
年
１
月
27
日
か
ら
１
月
31
日
ま
で

の
間
、
北
海
道
大
演
習
場
（
有
明
地
区
）
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
冬
季
隊
集
中
訓
練
を
行
っ
た
。 

 

本
訓
練
（
隊
訓
練
・
中
隊
訓
練
）
は
、
積
雪
寒
冷

の
状
況
下
に
お
け
る
、
隊
の
特
性
に
応
ず
る
戦
闘
行

動
を
遂
行
で
き
る
練
度
を
維
持
・
向
上
す
る
目
的
で

実
施
し
た
。 

 
訓
練
は
、
宿
営
地
、
経
路
等
の
偵
察
に
引
き
続
き

車
両
に
よ
る
部
隊
機
動
を
実
施
し
、
集
結
地
到
着
後

は
、
隊
及
び
中
隊
計
画
に
よ
る
訓
練
を
行
っ
た
。 

 

隊
訓
練
で
は
、
冬
季
に
お
け
る
宿
営
の
ほ
か
、
各

雪
上
車
を
使
用
し
た
陣
地
占
領
、
警
戒
・
自
衛
戦
闘

及
び
冬
季
の
野
外
炊
事
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た

炊
事
場
の
開
設
、
温
食
の
調
理
等
を
行
っ
た
。 

 

中
隊
訓
練
で
は
、
雪
上
車
を
使
用
し
た
ジ
ョ
ー
リ

ン
グ
及
び
不
整
地
に
お
け
る
ス
キ
ー
行
進
に
よ
り
、

冬
季
機
動
能
力
の
練
度
を
向
上
さ
せ
た
ほ
か
、
冬
季

の
特
性
に
応
じ
た
射
撃
陣
地
へ
の
進
入
準
備
、
気
温

及
び
雪
質
を
考
慮
し
た
射
撃
陣
地
の
築
城
、
中
隊
陣

地
に
お
け
る
警
戒
組
織
の
構
成
等
を
行
っ
た
。 

 

訓
練
最
終
日
に
は
、
各
中
隊
が
築
城
し
た
施
設
等

を
相
互
に
研
修
し
、
多
く
の
知
識
や
技
術
を
共
有
し

て
、
実
り
の
多
い
訓
練
と
な
っ
た
。 

 

▲７８式雪上車によるジョーリング 

令和元年度冬季隊集中訓練 

▲軽雪上車（スノーモービル）による先行班の偵察 ▲重装備による不整地のスキー行進 

▲型枠を使用したアイスクリートの作成 ▲偽装網下における射撃陣地の築城 



 

隊
は
、
令
和
２
年
２
月
25
日
、

真
駒
内
駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和

元
年
度
隊
冬
季
戦
技
競
技
会
を

行
っ
た
。 

 

本
競
技
会
は
、
隊
員
の
「
冬
季

戦
技
能
力
の
向
上
」
を
図
る
と
と

も
に
、
「
隊
員
の
士
気
の
高
揚
」

及
び
「
団
結
を
強
化
」
す
る
目
的

で
実
施
し
た
。 

 

競
技
要
領
は
、
各
中
隊
か
ら
抽

選
・
指
定
要
員
と
し
て
選
出
さ
れ

た
15
名
の
選
手
が
、
各
組
ご
と
の

順
位
に
応
じ
た
点
数
を
獲
得
し
、

そ
の
合
計
点
で
中
隊
の
順
位
を

競
っ
た 

 

本
競
技
会
の
特
性
は
、
出
走
順

の
自
由
度
が
高
く
、
組
合
せ
に
よ

り
、
ど
の
中
隊
で
も
優
勝
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
、
各
中
隊
は
分
析

し
た
結
果
に
基
づ
き
、
綿
密
な
作

戦
に
よ
り
競
技
会
に
臨
む
と
と
も

に
、
例
年
に
比
し
、
積
雪
量
が
尐

な
く
練
成
期
間
に
制
限
を
受
け
る

な
か
、
零
細
時
間
等
を
活
用
し
て

冬
季
戦
技
能
力
を
向
上
さ
せ
て
き

た
。 

 

競
技
会
前
日
に
実
施
し
た
開
会

式
で
は
、
平
成
29
年
度
冬
季
戦
技

競
技
会
優
勝
中
隊
の
力
強
い
選
手

宣
誓
及
び
統
裁
官
か
ら
、
要
望
事

項
「
任
務
を
果
た
せ
」
、
「
安
全

管
理
」
が
示
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
競
技
会
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
選
手
達
は
、
中
隊
の
名

誉
と
誇
り
を
か
け
、
最
後
ま
で
全

力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
選
手
以

外
の
隊
員
達
も
、
選
手
の
激
走
に

呼
応
し
て
声
が
枯
れ
る
ま
で
、
熱

い
声
援
を
送
る
な
ど
、
中
隊
総
力

で
の
白
熱
し
た
競
技
会
と
な
る
な

か
、
第
１
中
隊
が
底
力
を
見
せ
、

見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。 

 

冬
季
戦
技
競
技
会
の
実
施
は
、

平
成
29
年
度
以
来
で
あ
っ
た
が
、

各
中
隊
が
一
丸
と
な
り
、
本
競
技

の
目
的
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、

多
く
の
成
果
を
得
て
競
技
会
は
終

了
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

隊
は
、
令
和
２
年
１
月
６
日
か
ら
18
日
ま
で
の
間
、
真
駒
内
駐
屯

地
、
キ
ロ
ロ
ス
キ
ー
場
及
び
同
周
辺
地
域
を
使
用
し
て
、
令
和
元
年

度
特
科
隊
山
岳
機
動
訓
練
を
行
っ
た
。 

 

本
訓
練
は
、
各
中
隊
の
ス
キ
ー
指
導
官
等
か
ら
18
名
を
選
抜
し
て
、

隊
の
冬
季
山
岳
機
動
能
力
の
維
持
及
び
新
た
に
参
加
し
た
隊
員
の
練

度
向
上
を
図
る
目
的
で
実
施
し
た
。 

 

事
前
訓
練
で
は
、
真
駒
内
駐
屯
地
に
お
い
て
、
座
学
及
び
ロ
ー
プ

を
使
用
し
た
懸
垂
下
降
訓
練
、
要
救
助
者
の
引
き
上
げ
・
搬
送
要
領

を
反
復
演
練
し
た
。 

 

生
地
訓
練
で
は
、
キ
ロ
ロ
ス
キ
ー
場
周
辺
等
に
お
い
て
、
重
装
備

に
よ
る
ス
キ
ー
機
動
、
傾
斜
地
を
移
動
す
る
技
術
及
び
冬
季
山
岳
地

帯
に
お
け
る
地
図
判
読
・
救
出
及
び
搬
送
訓
練
を
体
感
気
温
マ
イ
ナ

ス
20
度
の
厳
し
い
状
況
下
で
行
い
、
山
岳
機
動
及
び
遭
難
者
の
救

出
・
救
助
に
必
要
な
技
術
を
演
練
し
た
。 

 

訓
練
参
加
者
か
ら
は
、
「
想
像
以
上
に
体
力
の
消
耗
が
激
し
く
、

冬
季
に
お
け
る
行
動
の
厳
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。
災
害
派
遣
活

動
等
の
際
に
は
、
訓
練
で
得
た
技
術
を
最
大
限
に
活
か
し
た
い
。
」

等
の
感
想
で
あ
り
、
訓
練
の
過
酷
さ
や
、
訓
練
に
向
か
い
合
う
真
摯

な
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。 

 

本
訓
練
は
、
雪
山
に
対
す
る
準
備
や
知
識
の
必
要
性
及
び
隊
員

個
々
の
技
術
、
相
互
の
連
携
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
等
、
冬
季

に
お
け
る
山
岳
機
動
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
実
り
の
あ
る
訓
練
と

な
っ
た
。 

 
 
 

 
 

    

▲中隊の名誉をかけ全力で激走 ▲優勝した第１中隊 

▲選手宣誓 

▲救助者の引き上げ訓練 

やまぶき（広報） 
 

令
和
元
年
度 

 
隊
冬
季
戦
技
競
技
会 

 

令
和
元
年
度 

 

特
科
隊
冬
季
山
岳
機
動
訓
練 ▲要救助者の搬送訓練 

（３） 令和２年４月 



 
 

やまぶき（広報） 

 

隊
は
、
令
和
２
年
３
月
14
日
、
真
駒
内

駐
屯
地
及
び
同
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
令

和
元
年
度
臨
時
即
応
訓
練
及
び
幹
部
任
官

式
を
行
っ
た
。 

 

本
訓
練
及
び
行
事
は
、
令
和
元
年
度
３

等
陸
尉
任
官
者
４
名
に
対
し
、
臨
時
即
応

訓
練
を
実
施
し
て
、
幹
部
と
し
て
の
災
害

発
生
時
に
お
け
る
初
動
対
応
部
隊
の
指
揮

能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
幹
部
任

官
式
を
通
じ
て
、
幹
部
と
し
て
の
重
責
を

認
識
さ
せ
る
目
的
で
実
施
し
た
。 

 

臨
時
即
応
訓
練
は
、
午
前
５
時
に
状
況

付
与
さ
れ
、
災
害
発
生
時
の
呼
集
伝
達
、

登
庁
状
況
の
把
握
、
初
動
対
処
部
隊
派
遣

準
備
、
災
害
発
生
想
定
地
域
の
偵
察
、
広

帯
域
多
目
的
無
線
を
活
用
し
た
偵
察
結
果

の
報
告
、
護
国
神
社
か
ら
駆
け
足
で
の
帰

隊
、
負
傷
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
及
び
搬
送
等

を
行
う
と
と
も
に
、
集
ま
っ
た
多
く
の
特

科
隊
員
が
見
守
る
中
、
負
傷
者
搬
送
等
に

よ
り
低
下
し
た
体
力
・
気
力
を
振
り
絞
り
、

各
人
が
幹
部
自
衛
官
と
し
て
の
決
意
表
明

を
行
い
、
幹
部
自
衛
官
と
し
て
の
重
責
の

自
覚
及
び
使
命
に
対
す
る
強
い
信
念
を

養
っ
た
。 

 

訓
練
終
了
後
は
、
西
体
育
館
に
お
い
て
、

幹
部
任
官
式
を
行
い
、
真
新
し
い
幹
部
用

制
朋
に
身
を
包
ん
だ
４
名
が
副
隊
長
か
ら

３
等
陸
尉
の
階
級
章
を
受
領
し
、
幹
部
任

官
申
告
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
４
名
が

声
を
揃
え
て
溌
剌
と
幹
部
自
衛
官
の
心
構

え
を
宣
誓
し
て
、
初
級
幹
部
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。 

  
 

  

。 
   

▲参加者全員での記念撮影 

▲班員を掌握する初動小隊長（左） 

 

▲副隊長への申告 

 

令
和
元
年
度
臨
時
即
応

訓
練
及
び
幹
部
任
官
式 

▲護国神社から駆け足で駐屯地へ帰隊 

 

栄
誉
を
称
え
て 

第
一
中
隊 

藤
本
三
曹 

 

第
一
中
隊 

齋
藤
二
曹 

 

本
部
管
理
中
隊 

髙
橋
二
曹 

 

本
部
管
理
中
隊 

山
下
三
曹 

 

部
隊
格
闘
指
導
官 

上
級
・部
隊
ス
キ
ー
指
導
官 

 

常
に
目
標
を
持
ち
、

日
々
格
闘
指
導
官
と

し
て
、
心
身
を
鍛
え
、

部
隊
に
貢
献
し
ま
す
。 

引
き
続
き
頑
張
り
ま

す
。 

   

感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
部
隊
の

精
強
化
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
、
最
善
を

尽
く
し
ま
す
。 

   

第
一
中
隊 

竹
田
二
曹 

(

上
級
） 

 

部
隊
ス
キ
ー
指
導

官
と
し
て
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
事

が
出
来
ま
し
た
。
さ

ら
に
練
度
を
高
め
、

部
隊
に
貢
献
し
ま
す
。 

    

沢
山
の
方
々
に
支

え
ら
れ
、
認
定
試
験

に
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
日
々

精
進
し
て
、
部
隊
に

恩
返
し
て
い
き
ま
す
。 

    

冬
季
の
戦
闘
行
・

知
識
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

が
、
部
隊
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。 

  

髙
橋
2
曹 

（４） 令和２年４月 

動 

～令和元年度認定若き指導官の紹介～ 



 

隊
は
、
令
和
２
年
２
月
13
日
、
北
海
道
古
平
町
周
辺
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
令
和
元
年
度

北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
。 

 

本
防
災
訓
練
は
、
北
海
道
及
び
泊
原
子
力
発
電
所
立
地
周
辺
地
方
公
共
団
体
（
10
町
３

村
）
の
共
催
に
よ
り
、
原
子
力
防
災
対
策
の
円
滑
化
、
防
災
関
係
機
関
相
互
の
連
携
、
防
災

関
係
者
の
防
災
技
術
の
向
上
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
並
び
に
防
災
対
策
に
関
す
る

理
解
促
進
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。 

 

訓
練
は
、
「
冬
季
の
泊
発
電
所
に
お
い
て
、
警
戒
事
態
（
原
子
炉
冷
却
材
の
漏
え
い
）
が

発
生
し
、
全
面
緊
急
事
態
（
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
の
注
水
不
能
、
放
射
性
物
質
の
放
出
）

に
進
展
す
る
事
態
」
の
想
定
の
も
と
、
陸
海
空
自
衛
隊
の
ほ
か
、
北
海
道
警
察
、
消
防
、
医

療
機
関
並
び
に
指
定
公
共
機
関
等
、
３
７
９
機
関
の
関
係
者
が
参
加
し
、
隊
は
、
厳
冬
期
に

お
け
る
避
難
に
関
す
る
防
災
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
い
、
各
機
関
と
の
事
故
状
況
や
対
応

状
況
等
で
の
相
互
の
連
絡
・
通
報
及
び
情
報
伝
達
要
領
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
孤
立
地
域

と
想
定
さ
れ
た
古
平
町
の
住
民
８
名
を
、
10
式
雪
上
車
を
使
用
し
て
、
避
難
指
定
地
域
ま
で

安
全
か
つ
迅
速
に
輸
送
し
た
。 

 

隊
は
、
訓
練
の
終
始
に
わ
た
り
、
整
斉
と
救
助
活
動
を
行
い
、
任
務
を
完
遂
す
る
と
と
も

に
、
防
災
関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
今
後
の
各
種
活
動
時
の
資
を
得
た
。 

  
 

 
 

 
 

 

隊
は
、
令
和
２
年
２
月
22
日
、
小
樽
市
で
行
わ
れ
た
、
自
衛
隊
家

族
会
北
後
志
地
区
協
議
会
が
主
催
す
る
北
後
志
地
区
入
隊
予
定
者
激

励
会(

以
下
激
励
会
と
い
う
。
）
に
参
加
し
た
。 

  

激
励
会
で
は
、
北
後
志
地
区
の
令
和
２
年
度
自
衛
隊
入
隊
予
定
者

22
名
に
対
し
、
入
隊
予
定
者
の
入
隊
意
欲
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
を

目
的
に
実
施
さ
れ
、
隊
は
、
同
会
の
整
斉
円
滑
な
実
施
の
寄
与
、
入

隊
予
定
者
の
入
隊
前
の
不
安
の
払
拭
並
び
に
入
隊
予
定
者
の
御
家
族

に
対
す
る
自
衛
隊
へ
の
理
解
の
深
化
、
「
自
衛
隊
家
族
会
と
の
連

携
」
を
図
っ
た
。 

 

激
励
会
は
、
北
後
志
地
区
の
市
町
村
長
な
ど
多
く
の
御
来
賓
等
が

見
守
る
な
か
、
札
幌
自
衛
隊
家
族
会
北
後
志
地
区
協
議
会
副
会
長

（
水
野
様
）
の
開
式
の
辞
を
皮
切
り
に
、
隊
が
編
成
し
た
ラ
ッ
パ
隊

に
よ
る
ラ
ッ
パ
吹
奏
に
合
わ
せ
た
入
隊
予
定
者
の
入
場
、
来
賓
祝
辞
、

歓
談
、
北
後
志
地
区
協
議
会
会
長(

武
市
様
）
か
ら
の
入
隊
予
定
者
に

対
す
る
記
念
品
贈
呈
等
が
行
わ
れ
、
歓
談
時
に
は
令
和
元
年
度
に
入

隊
し
た
隊
所
属
の
隊
員
４
名
が
、
自
ら
の
体
験
談
を
交
え
た
激
励
の

言
葉
を
述
べ
、
入
隊
者
を
勇
気
づ
け
た
。 

  

入
隊
予
定
者
か
ら
は
、
「
親
元
を
離
れ
る
の
で
不
安
で
し
た
が
、

安
心
し
ま
し
た
。
」
等
の
声
が
聞
け
、
入
隊
予
定
者
及
び
そ
の
御
家

族
の
不
安
も
払
拭
さ
れ
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
自
衛

隊
小
樽
協
力
会
会
長
（
山
本
様
）
に
よ
る
万
歳
三
唱
を
も
っ
て
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。 

 
 
 

 
 

    

▲１０式雪上車を使用した住民輸送 

▲優勝した第１中隊 

▲選手宣誓 

▲第１１特科隊隊員によるラッパ吹奏 

（４） 

やまぶき（広報） 

令和２年４月 

 

令
和
元
年
度 

 

北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
参
加 

  

北
後
志
地
区
入
隊
予
定
者
激
励
会
参
加 ▲入隊予定者を激励する隊員 

（５） 令和２年４月 



  

一
等
陸
曹 

石
原 

博
之 

 

第
五
特
科
隊
（
帯
広
）
よ
り 

  

一
等
陸
曹 

本
田 

省
起 

 

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）
よ
り 

  

二
等
陸
曹 

西
岡 

専
次 

 

第
五
特
科
隊
（
帯
広
）
よ
り 

  

二
等
陸
曹 

岡
部 

力 
 

第
十
二
特
科
隊
（
宇
都
宮
）
よ
り 

 

第
一
中
隊 

 

陸
曹
長 

 

潮 
 

保 
 

真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊 

 

（
真
駒
内
）
よ
り 

 

第
二
中
隊 

 

一
等
陸
尉 

村
田 

智
宣 

 
 

 

第
一
空
挺
団
（
習
志
野
）
よ
り 

  

陸
曹
長 

 

綿
引 

清
二 

 
 

 

札
幌
駐
屯
地
業
務
隊
（
札
幌
）
よ
り 

  

二
等
陸
曹 

池
田 

大
助 

 

第
十
一
旅
団
司
令
部
付
隊 

 

（
真
駒
内
）
よ
り 

  

二
等
陸
曹 

山
下 

真
司 

 

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）
よ
り 

 

第
三
中
隊 

 

一
等
陸
曹 

山
野 

尊
弘 

 
 

 

札
幌
駐
屯
地
業
務
隊
（
札
幌
）
よ
り 

  

二
等
陸
曹 

宇
津
野 

孝
博 

 
 

 

函
館
地
方
協
力
本
部
（
函
館
）
よ
り 

  

二
等
陸
曹 

久
保 

雄
太 

 
 

 

第
一
陸
曹
教
育
隊
（
東
千
歳
）
よ
り 

  

（６） やまぶき（広報） 令和２年４月 
    

一 

入
門
証
に
つ
い
て 

  
 

現
在
、
期
限
切
れ
の
入
門
証
を
お

持
ち
の
方
で
今
後
も
必
要
と
さ
れ
る

方
は
、
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

手
続
き
に
関
し
て
は
、
「
特
科
隊  

広
報
・
援
護
室
」
に
て
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

電
話
〇
一
一―

五
八
一―

三
一
九
一 

 

（
内
線
二
六
四
七
）
担
当 

嶋
田 

  

二 

叙
位
及
び
死
亡
叙
勲
に 

 
 

関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て 

   

自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
在

職
中
の
功
績
と
一
定
の
要
件
が
満
た

さ
れ
た
方
は
叙
勲
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
特
に
死
亡
叙
勲
は
、
ご
遺
族
か

ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
手
続
き
を
進

め
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
手
続
き
の

期
間
が
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
期
間

を
過
ぎ
ま
す
と
叙
勲
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
万
が
一
ご
本
人

が
ご
逝
去
さ
れ
た
場
合
に
は
、
死
亡

日
を
含
め
五
日
以
内
に
最
寄
り
の
防

衛
省
各
機
関
、
部
隊
等
へ
の
ご
連
絡

を
く
れ
ぐ
れ
も
お
忘
れ
無
き
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

三 

そ
の
他 

  

第
11
特
科
隊
隊
舎
一
階
に
は
第
11

特
科
連
隊
時
代
の
歴
史
を
展
示
し
た

広
報
展
示
室
が
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

ご
訪
問
の
際
に
は
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

電
話
〇
一
一―

五
八
一―

三
一
九
一 

 

（
内
線
二
六
四
六
）
担
当 

天
野 

Ｏ
Ｂ
の
方
へ
連
絡
と
お
願
い 

  
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く 

 
 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

第
６
代 

第
11
特
科
隊
長 

 
 

 

髙
山
1
佐 

離
任 

第
６
代 

本
部
管
理
中
隊
長 

１等陸尉 冨田 智之 
出 身 地 北海道  
前勤務地 第１１特科隊 
     第４科（真駒内） 
       

第
６
代 

第
２
中
隊
長 １等陸尉 村田 智宣 

出 身 地 北海道  
前勤務地 第１空挺団 
     （習志野） 
       

 

隊
は
、
令
和
２
年
３
月
13
日
、
東
体

育
館
に
お
い
て
、
第
６
代
特
科
隊
長
髙

山
１
佐
の
離
任
式
等
を
行
い
、
第
11
旅

団
長
に
よ
る
、
離
任
部
隊
長
の
紹
介
の

ほ
か
、
巡
閲
、
離
任
の
辞
、
隊
長
の
見

送
り
等
を
実
施
し
た
。
離
任
の
辞
で
は
、

隊
長
上
番
間
の
想
い
が
伝
え
ら
れ
る
と

と
も
に
、
特
科
隊
の
指
揮
を
解
か
れ
た
。 

 

見
送
り
で
は
、
隊
員
１
人
１
人
と
握

手
を
交
わ
す
と
と
も
に
、
第
３
科
長
に

よ
る
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、
隊
の
全
隊

員
が
見
送
る
な
か
、
第
八
師
団
司
令
部

火
力
調
整
部
長
と
し
て
北
熊
本
駐
屯
地

へ
赴
い
た
。 

 

  

陸
曹
長 

  

金
湖 

朊
之 

 

高
等
工
科
学
校
（
武
山
）
へ 

  

一
等
陸
曹 

寺
島 

久
幸 

 

第
五
特
科
隊
（
帯
広
）
へ 

  

二
等
陸
曹 

吉
田 

正
樹 

 

第
十
一
旅
団
司
令
部
付
隊
（
真
駒
内
）
へ 

  

二
等
陸
曹 

金
澤 

友
明 

 
 

第
一
陸
曹
教
育
隊
（
倶
知
安
）
へ 

  

三
等
陸
曹 

大
平 

 

卓 
 

 

第
百
二
十
警
務
隊
（
真
駒
内
）
へ 

  
三
等
陸
曹 

髙
橋 

悠
也 

 
 

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）
へ 

 

第
一
中
隊 

 

三
等
陸
尉 
前
川 

大
輔 

 

第
二
特
科
連
隊
（
名
寄
）
へ 

  

三
等
陸
曹 

山
崎 
博
史 

 

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）
へ 

 

第
二
中
隊 

 

三
等
陸
佐 

千
葉 

敬 
 

第
三
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊 

 

（
上
富
良
野
）
へ 

  

一
等
陸
曹 

外
柳 

和
麻 

 

第
十
一
旅
団
司
令
部
付
隊(

真
駒
内
）
へ 

  

二
陸
曹 

川
田 

和
俊 

 
 

第
五
特
科
隊
（
帯
広
）
へ 

 

第
二
中
隊 

 

一
等
陸
曹 

前
田 

浩
貴 

 

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）
へ 

   
 
 

 
 

隊 

本 

部 
 

一
等
陸
尉 

吉
田 

 

悠 
 

富
士
学
校
（
富
士
）
よ
り 

 
 本

部
管
理
中
隊 

 

准
陸
尉   

天
野 

政
寿 

 

第
四
特
科
群
（
上
富
良
野
）
よ
り 

  

一
等
陸
曹 

髙
橋 

宏
之 

 

第
二
特
科
連
隊
（
旭
川
）
よ
り 

  
 

 

隊 

本 

部 
 

三
等
陸
佐 

角
谷 

昭
宏 

 

中
央
業
務
支
援
隊
付
（
市
ヶ
谷
）
へ 

 
 本

部
管
理
中
隊 

 

一
等
陸
尉  

石
井 

邦
明 

 

教
育
訓
練
研
究
本
部
（
北
千
歳
）
へ 

  

陸
曹
長 
  

加
賀
谷 

誠 
 

真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊
（
真
駒
内
）
へ 

  

陸
曹
長 

  

小
林 

 

宗 
 

倶
知
安
駐
屯
地
業
務
隊
（
倶
知
安
）
へ 
  
 

 
 
 

 
 

新
任
地
で
の 

 

ご
活
躍
を 

 
 

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 


